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並木茂士NORC会長代行

明けましておめでとうございます。

本年も、NORCにとって良い風力歌〈年でありますよう願ってお

ります。

昨年は、大きな変革の年でありました。14年の長きにわたって

NORCの舵取りをされてきた石原会長が勇退されるとともに、会長

代行、副会長、専務理事と新執行部力遜出されました。私も会長代

行に推され多難な1年を精一杯頑張ってきました。今後ともご支援

を下さるようお願いいたします。

本年は、アメリカズカップの年でもあります。ニッポンチャレン

ジの動向力弐気になります。健闘を心から祈りましよう。

ここ何年来の懸案でありましたJYAとのナショナルオーソリテ

イ問題も、徐々に進んでいます力弐、本年はさらに各論において大き

く前進する年となりましょう。

NORCの本部・支部の業務分担も固まりつつあります。社団法人

としての海事思想の啓発・高揚という業務も各支部のヨットレース

事業をベースにしてのことです。それにはクラブとしてのフリート

の発展が基本になります。NORC会員数も徐々に増えフリートも新

設されています。5,000人を超える会員諸兄とともに、充実した協

会・クラブとしての発展を願ってやみません。ご支援ご協力をお

願いいたします。

会員諸兄の一層のご健闘とご安航をお祈りします。
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1995年、明けましておめでとうこざいます。会員の皆さまには、

清々しい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。日本国も欧米

並みに休暇力弐多くなり、いよいよ海洋レジヤーブームが到来するの

ではという、うねりを予感させるこの頃です。外洋ヨットレース、

外洋クルージングのオーソリテイーとしての我がNORCのメンバ

ーの担う使命は、これから力雰本番となりましよう。ヨットマンとし

て腕を磨き、精神を鍛え、培ってきた海を愛する仲間達の「シーマ

ンシップ」が存在価値を発揮する時代であります。海の遊びが~般

化すると、マナーの問題ｶﾇ表面化してきます。

海辺には海辺の、外洋には外洋のルールが存在しますが、一般に

ブームのような形で急速に波が広がりますと、収拾のつかない問題

になってしまうやに危倶されます。一般的に外洋熱が高まってきた

昨今の風潮に合わせ、昨年、我々はNORCに｢クルージング委員会」

を発足させました。第一回目の活動として昨年8月13日、14日の2

日間、熊野灘の志摩ヨットクラブにおいて東海支部の皆さまにお集

りいただき、ミーテイングを行いました。外洋に関すること寄港し

やすい泊地の紹介とか海上ルールのことetc･･･と活発に意見交換が

行われました。たまたま、この会に熊里諺惟のクルージングでハーバ

ーに立ち寄った沼津や関西のヨットマンカゴオブザーバーとして参加

してくれましたが、彼等の会終了後の意見は「こんな気さくで楽し

い意見交換会なら、NORCに入会してもいいなあ」といううれしい

内容のものでした。今後、このできたばかりの委員会をどんな形で

定着させていったらいいのか、会員諸氏のご意見、アイデアを承り

たいと切望します。

さて今年も各地において行なわれる支部レース、第3回YAMA-

HAOSAKACUPメルボルン～大阪ダブルハンドレース、鳥羽パー

ルレース等々、胸躍る熱い海の戦い力雰待っています。外洋ヨットレ

－スに大いに初夢を抱いて頑張って下さい。
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ｵﾌｼｮｱ･ﾚー ｼﾝク･ｶｳﾝｼﾙ(ORC)
1994年総会報告

NORC技術委員会角晴彦

1994年度のORC総会が11月7日から13日までロンドンで開催されましたので決定事

項等重要項目について以下の通り報告を申し上げます。ただし、内容についての最終

的な確認はそれぞれの規則の来年度以降の正式版によっていただきたいと存じます。

1)ORC組織関係

●ORCはこれまでIORや|MSの管理を各国ナ

ショナルオーソリティを通じてのみ行なって

きたが、新たに組織の改正を行ない、各種オ

フショアクラス協会を正式にORC内部に組み

込み活動を進めて行くこととする。これらの

協会はレベルレーティングクラス委員会に代

って設置されるオフショアクラス委員会（チ

ェアマン：マルセル・リーマン）に代表を送

り、この委員会力一人の力ウンシルメンバー

を指名することができる。

このような組織変更は、最近のオフショア

レース界で使用されるボートの多様化に伴い、

それぞれのクラスの普及を国際的に進めたい

というクラス組織の要望がORCに寄せられて

いたことに対しての対応と見られる。新しい

組織の基で承認されるオフショアクラス協会

は|OR、IMS、ワンデザイン、開発制限ルール

等の種頃は問われない。

2)IMS・ILC関係

●|TC(インターナショナル･テクニカル・コ

ミッティ)は一連の|LCクラス制限の作業を進

めており、|LC40、46に続いて、ILCMaxi(元

|LC70)が総会期間中に発行され、|LC30が'2

月にも発行される予定。ILC30に関しては寸

法に関するパラメーターの検討がほぼ終わり、

性能に関して最終調整が行なわれる。コンセ

プトとして3/4トン艇がわずかな改造により

ILC30に移行できるものとなり､建造コストを

抑えるような制限を設けられる(Eガラスの

み使用、セール枚数の制限等)。また、全長24

フィート付近の|LCクラスの設置要望が強く

'995年に検討が始まる。その他のクラスの設

立予定はない。

●|LC40の最大喫水(DHKo)が2.4mから2．6

mに変更。

●非対称スピネーカーに関して､ITCが係数の

検討を進めてきたが、ヨットの中心線上にポ

ールを介さずに設置されるものに関して

'995年よりIMSで許されることとなった。ボ

ールやボースプリットを介するものに関して

はまだ許可されず、USセーリングが計画して

いる来年度の一連の非対称スピンに関する実

験結果を待つこととした。

●マストヘッドスピンネーカーをフラクショ

ナルリグで使用することに閨して、現行のペ

ナルティなしに使用が認められることとなっ

た。

●IMS証書をプロダクション艇のようにハル

データがあらかじめ揃っているものに対し、

低料金で発行するIMSクラブサーティフィケ

ートに関していくつかの案が報告され、オー

ナー申告によるリグ、フローテーション、プ

ロペラ設置データによる証書の発行の必要性

が強調された。こうした証書はフルメジャー

の証書と互換性があり、ローカルレースでは

混成したレースも可能となる。料金やその他

詳細に関しての検討が進められることとなっ

た。基本的にクラブサーティフィケートは各

国のナショナル・オーソリティの裁量にまか

されるが、近いうちにORCが率先して叩き台

となる証書を完成する予定。

●現存するボートで新たに|MS証書を得る場

合、どれほどの改造を施してもエージデート

(船令)に影響しないかについて､|TCの推奨す

る改造範囲は次のとおり。

－アペンデージとその配置の変更

一スケグの取り外しと新しいアペンテージ

ヘのフェアリンク

ーアウタースキンの外側に盛られたバンプ

の削除

一ホローの埋め(IORのAGS付近）

_ステムおよびスターンからLOA10%以

内の範囲に渡る延長と縮小でフェアーな

表面を維持するもの。ハルの改造面積は
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合計で20%を超えない。

●|MSのピッチングモーメント計算に必要な

ハル／デッキの構造で“サンドイッチ''構造へ

とみなされるコア材（木）の最大密度が300－

kg/m3に設定された。

●|MSのスピード予測プログラム(vPP)で、

船体の残余抵抗を計算する上のLCB(浮力中

心）項の係数が改正された。

●|MSのVPP中で､スピネーカーの効率が浅い

セーリング角度で高めにでるという指摘があ

り検討した結果、リフト（揚力）とドラッグ

(抵抗)のそれぞれの係数を改正することとな

り、浅い角度でのスピネーカーの性能がより

実際的なものとなる。

●同じ<|MSのVPP中､プロペラドライブのタ

イプ別による抵抗の計算で、ストラット・ド

ライブが不当に有利に扱われているという指

摘があり、ネ鋸寸した結果、式中の係数改正が

行なわれた。
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3）スペシャル・レギユレーションー

関係

●規則'0．21．|、ストーム、トライスルの展開

で、ブームからのシーティングもブームとは

独立したシーティングも可能となるような表

現に改正。

●規則'0．61、VHF無線のマストヘッドアン

テナの条件で、20mの高さに対する信号損失

が50％以内だったのを、高さにかかわらず出

力損失を40％以内にすることとする文章に

改正。

●規則5.3.2、カテゴリー0ではフレキシブ

ルな燃料タンクの捧哉の禁止事項追功ﾛ。同じ

くカテゴリー0にトーイングと係留用にバウ

フェアリードの取り付け義務を追加。

●規則7.2､カテゴリー0で､全てのクルーに

一つずつのボンクの設置義務追加。

●規則9.3、チャートは適切な機関によって



発行されたものという表現を追加。

●規則'0.64、カテゴリー0では、EPIRBに反

応するVHF方位測定機搭載義務を追加。

●規則｜｜､6，カテゴリー0では、各クルーに

信号焔の携帯義務を追加。

●規則｜｜，0、カテゴ'ノー0では、各クルーか

次の備品を所有する義務を追加、

ヘーナイ フ

ーパーソナルEPIRB(VHF方位測定機用）

一|襄中電灯

●規則6.55、カテゴリー0では、水密バルク

ヘッドの設置義務に関する細かな規定が追加

される。

狸里

4）グリーンブック関係

●’995年のレベルレーティングイベントは

次の通り、

-ILC406/30～7/8、デンマーク

ー｜トン’0/'9～29、日本

-ILC309月初め、スペイン

ー|/4トン9/|～'0、ポーランド

●グリーンブックの部分的変更；

－4項、エージフアクタ一年(AFY)の算出

で、’991年の基準年を全て'992年に変

更。

－7．|項、削除

-2.5項､最後の文を削除して､最低'0艇の

参加艇で最低4カ国の参加義務を追加。

5）その他

●レーシングディビジョンのルール解釈

|LC40として建造され証書の発行も受けて

いる"AerosailAstro''に関してレーシングデ

ィビジョンのレギュレーションに適合してい

ないのではないかという疑惑が持ち上がり、

写真等を回覧しながら検討された。UKセール

メジャラーはこのボートが明らかにしギュレ

ーション303及び302.3を無視し名目だけで

実質の伴わない例であるとの発表があり、早

急にレギュレーションの文章表現において明

確にしてゆくことの必要性が強調され委員会

でも同意を得た。

NORC総会等諸会議のお知らせ

OFFSHORE232

※次号にて、大儀見理事の糸繍舌レポート、

ならびに石渡氏のIOR関連についてのレポ

ートを掲載する予定です。

平成7年度NORC定例の諸会議は、次の日程で開催されます。

会議名：理事会代議員会総会

日程：平成7年2月25日出13：00～17：00

場所：航空会館(東京都港区）

NORC関東支部総会等のお知らせ

平成7年度NORC関東支部定例の代議員会、総会は次の日程

で開催されます。

会議名：関東支部代議員会関東支部総会

日程：平成7年2月18日出13：00～17：00

場所：航空会館(東京都港区）

－4－

関東支部基金の増額分徴収方法についてのお知らせ

関東支部財務委員長鈴木保夫

平成6年度の総会で支部基金が1,000円から2,000円に変更さ

れ、今年度より徴収（カード会員の自動引落しは2月5日、納

付言は2月発送）の予定でしたが、当方の都合上、今年度の徴

収は従来通り1,000円とし、来年度に今年度分の未徴収分1,000

円と来年度分2,000円の計3,000円を徴収することとなりました

のでご通知します。

ご了承いただきますようお願い致します。



座談会・岐路に立つ外洋ﾖｯﾄレース’,し ス云・

アンケート結果から考える、
これからの

外洋ﾖｯﾄレースのありかた
<出席＞

･児玉萬平

･宮坂敬三

o今岡又彦

･浅野英武

･植 松 清

本部専務理事・総務委員長

本部理事・本部帆走委員長

本部理事・関東支部副支部長・本部会報小委員会委員長

関東支部総務／広報委員長・本部会報小委員会副委員長

関東支部帆走委員長・逗子フリートキャプテン

（
）

以上、本部ならびに関東支部のレース運営に携わるメンバーに加え、

レース参加者の立場から外洋レースの経験豊富なOFFSHORE編集委員の服部一良が出席した。

〈司会＞

･市川和彦:OFFSHORE編集長

日時：1994年11月15日

本誌10月号アンケート「岐路に立つ外洋ヨットレース｣は、回答総数222通という大きな反響を得ることができました。まずはここに、ご意見をお

寄せいただいた会員の皆さまにお礼申しあげます。集計結果は本誌'1～'2ページに掲載しましたが、この内容をもとに昨年,,月に座談会を開き、

本部ならびに関東支部のレースを支える幹部スタッフが、いまどのような意見を持っているのか、率直に語ってもらいました。

司会アンケートの胆I答をざっと見ますと、

オフショアレース派からのものが大多数でし

たが、クルージング派からのご意見も多く寄

せられています。これらの回答から、オフシ

ョアレースに参加する際の問題点で一悉多い

のは、仕11が忙しくて休みカゴとれないこと。

そしてレースにかかる経費や回航での汕地に

不安があるということ力罫分かります。また、

これから希望するレースとしては、ワン･オ

ーバーナイトのレースが一番多く、お盆とか

連休を使ったショートオフショアレースがし

たいということです。

以_l:、簡単です力量整理した内容を述べてみま

した。そこでベテランセーラーである皆さん

に、時|H1、総出、泊地といった問題を足がか

りに、これからNORCが取り組むべきこと

を探っていただきたいと,W,います。

－卜の表題は非常に暗い意|床でダメだという

怠味に捉えがちになる力爵、「変化｣してきてい

るという兄かたもできる。鳥羽レース力斗朧々

としているなかで、i鶇､や小笠原レースがダ

メになってきたというのだったら､逆に脇羽

レースが麺且してi'l縄、小笠原レースが蟠大

になったら「岐路」じゃないのかということ

にもなる。外餉帆走協会なのだから、たまた

まロングデイスタンスが一つの原点になって

いただけで、ワン・オーバーナイト・レース

の希望が一番多いことを理由に、それを「衰

退」とか「岐路」という言葉で簡単にはかた

ずけられない。そうではなくて「変化」して

きたんだという意味で考えたい。世界的に兇

たって二極化している。

ただ、供らもどちらかというと長いレースが

好きで、i'l細レースや小笠原レースをコーデ

ィネートする立場に携わるようになってから

は、「変化｣してきたことに対して気持的には

なかな力割り切れないものがあった。だから

といって、11絲IMや小笠原に代わるロングレー

スの理想的な開催地を探すといっても、まさ

に指摘された、時間、経1M、泊地という3つ

の問題があってむずかしいのが実,|､i;iだ。へ
司会そこで、時代の流れというのか、1泊

2日ぐらいのレースだったら川られるという

人が多くなったということですか。

宮坂それは碓かだ。ワン・オーバーナイト

の希望力罫222通中184と、この答えだけずば抜

けて数が多いからね。でも、昨年できたクル

ージング・ディビジョンや支部単位のフリー

トレースなどの必要性は感じるけれど、iIIWll

レースには1972年からおこなってきたとい

う古い伝統がある。それが、なぜこんな状態

になったのか？これに、参加満力烹少なくな

ったからという理由を押しつけるつもりはな

い。コーディネートする側に、どこか少し怠

’|姓力罫あったんじゃないかと、僕の立場として

は反省はしている。ただ、説Iﾘ｣してくれと言

われれば理由はいっぱいある。小縦腺レース

での泊地|冊題などは、10年たっても何の解決

もされていないからね。

■クラブに継承されたレース運

営の原点

宮坂話を進める前に、「岐路｣というアンケ

原
J



今岡しかし、沖細や小笠原はもちろん、ワ

ン・オーバーナイト・レースを含めてみても、

全体的にオフショアレースは哀j必していると

思う。だから比較的短IE離のオフショアレー

スの参加艇ｶ罫少なくなってくると、そこから

経験を積んで出場する沖縄や小笠原レースの

参加艇も減少する。

宮坂今年もできなかったけども、たとえば

~ツー・オーバーナイトの八丈烏レースは非粥

に大切なレースだと思っている。ワン・オー

バーナイトを経験したからといって、いきな

りi'|繩というわけにはいかないからね。NO

RCとしては、底辺の掘り起こしから始まっ

て、じゃあ沖縄へ行ってみようかというステ

ップを整えておく必要がある。

今岡このテーマを考えてみると、泊地や費

川という大きな問題もあるが、li1時にオーナ

ーやクルーの高齢化という悩みもある。いま

まで外洋レースに出ていた人たち力稲j齢化し

て、il妙丘ではほとんど参加しなくなってきた。

それぞれのレースには発祥の歴史があって、

たとえば小網代カップは小網代の人たちが、

大脇レースは葉山の人たちが、それぞれ仲間

｜可士が声をかけあって続けてきた。ところが

いまは、支えあって1つのレースを発展させ

て行くという仲間意識が希薄になってしまい、

レースの価値観みたいなものが崩れてしまつ

たような気がする。

司会仕事がltしくて、何日も休みｶゴとれな

いという状況があります力寄、昔はどんな感じ

だったのでしょうか。

宮坂そういう意味では、いまより昔の方が

おおらかだったと思う。まだ週休2日制では

はなかつた頃、土|服l｣などはほとんど1嘘をつ

いて休んでいたというの力罫実態だった。それ

でも会社の対応は、:H:の方がおおらかだった。

いまは、もっと厳しいよ。

植松ところが、いまは土曜休日が普通なの

にオフショアレースに出る人が少なくなって

しまった。これは、遊びが多様化しているか

らかも知れない。ヨットの他にも、ゴルフや

スキー、テニスもやるということで、若いク

ルーが定着しなくなっている。

宮坂僕ら力学生のときなど、飯炊きとか肌

呂焚きばかりで2年|H1はヨットに乗せてもら

えなかったが、それでも憧れがあった。とこ

ろがいまの人は3Inlぐらい来て、こんなもの

かつて感じで、何だテニスの方が面白いやな

んてことになる。

服部いままで「オフショアに投稿お願いし

ます」と呼びかけてもほとんど原稿らしいも

のは来なかった。しかし今回、アンケートの

最後に一筆書いてくださいとコメントしたら、

川紙の裏にまでびっしり寺いてくれた人が大

－6－
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勢いた。関心は持っているけれど、何かお朧

立てをしないと参加してくれないということ

は投稿の問題だけでなく、レースのオーガナ

イズにも言えるかも知れない。といっても、

例えI測寺々誘われて出かけているが、海域に

恵まれていない東京湾のマリンポート・コー

チヤでも、皆が一生懸命になってクラブを作

りクラブレースを楽しんでいる。逗子マリー

ナのダブルハンド初烏レースにしても、100

人近いボランティアがしっかり糺餓され、各

スタッフが熱心､にレースを膿り上げている。

自分たちのクラブレースを育てるというその

情熱には、ほとほと感心する。ところが残念

ながら、いまのNORCには、もうそういう

エネルギーはない。だから、結局はボトムア

ップ的な形式でないかぎりワン・オーバーナ

イトのレースにしても育てられないのではと

いう気がする。皆さんいかがですか？

今岡昔は、フリートが1つずつ手作りでレ

ースを育ててきた。特に関東支部という大き

なブリートで考えると、鹸初に下田から黒潮

南進レースを始めて、それが三宅島まで行っ

たり、ついには八丈島まで行った。こうやっ

て、皆力爵実績を積み重ねながら1年ごとに距

離を長くして行ったのだけれど、いまのよう

に艇力輔えて施設力粛増えるとフリートという

ものが有名無実になってしまっている。だか



座談会･岐路に立つ外洋ヨットレース

らクラブなりに特色を出したレースを迩営し、

それに冬マリーナやフリートなどの艇が参加

するというのが、‐冊皇のNORCの姿に戻る一

番よい方法ではないかと思う。)ll:1をかけて

やって行けば、特色のあるレースができ、参

加艇も多くなってくるのではないのかな。要

するに、自然発生的に皆が声をかけあって集

まって行かないと、いくら帆走委il会がレー

スをお鵬立てしても、急に聯えるとは思えな

い。時間がかかると思うけど、マリーナぐら

いの単位でレースの迩営を任せて、このよう

な組み立て方にしないとダメなのかなと'W,う。

宮坂NORCのレースのなかでマンネリ化

しているもの力罫あるのだっら、それを変えて

行く方IKIJで怠見を吸収し、ダメなレースは廃

jl1してもよいから新しい伝統を作って行くこ

とが必要だろう。塊状では、「あなたはレース

を作る人、私は遊ぶ人」という感じが強いが、

以前は「秘め罫作って、私も遊ぶ人」のような

全員参加型だった。

今岡だからさっき服部さんがおっしゃった

ように、クラブが独l'Iのレースを企凹をして

成功させている例がたくさん出てきている。

いまはもう糺聯の単位がフリートではなく、

クラブなのだと思う。だからNORCレース

も運営をクラブに任せたらよいのではないか。

宮坂クラブってどういう恵1床？

今岡具体的にいえば、遜i･マリーナやシー

ボニア、小網代湾に肋っているヨットクラブ

などのこと。いまは、そのようなiii位に変わ

ってきて、もうフリートはまったく機能して

いない。

植松フリート委典会などが、逆にクラブと

融合できないのだろうか。いま側火支部の

9310委員会では、クラブjil位までの非常に身

近なところまで対象にして術縦している。

今岡昔は、ヨットクラブがなかったからフ

リートでやっていたのだけれど、いまヨット

クラブがたくさんできて実際の析動も活発に

なってきた。そんなときだからこそ、レース

運営に関しても、その単位に灰すべきだろう。

それは基本的な原則だと思う。

今岡しかし、レースが終わって皆それぞれ

が風呂入って、車で帰ってしまう。これでは

面白くない。やっぱりクラブがそこにあって

酒を飲みながらガヤガヤすることが次のレー

スにつながっていくのだと思う。いま、そう

いう雰囲気がない。

宮坂地域的に恵まれているとこはよいが、

レースを開催したのはよいがアトラクション

会場を借りたりすると費用などの問題が出て

くる。つまり非常に大切な要素なのだが、地

域のハード面に関わってくる。

今岡別にアトラクションじゃなくても、せ

めて酒を飲んで歓談できる場力罫あればよい。

レースの後、皆でもう1回顔をあわせながら

レース振り返ることは、大変重要な要素だと

,W,う･

司会なぜ、鳥羽レースがあれだけ盛況かと

いえば、スタート前日ぐらいから皆で集まっ

てワイワイやるの力蚕面白いからですよね。

服部運営する側も一緒になって楽しめる要

素が、鳥羽レースには自然にできているのだ

ろう。NORCの他のレースでも、運営する

人たちと参加する人たちが2つに分かれてし

まうことが改善されなければいけない。あち

らこちらの小さなヨットクラブカ爵開雌するレ

ースが盛んになってきたのは､“自分たちのレ

ース”だという意識をすごく持っているから

だ。

わり、お金には代えられない公共からの援助

力群られている。そうした積み重ねが鳥羽レ

ースを支え、’'1分たちで作って自分たちで参

加することができるレース・イベントとして

発展することができた。同じようなことを、

例えば小笠原などに期待すると……。

服部そういう受けⅢlがない？

宮坂もともと小掩原にはプレジャーボート

を受け入れる油地力罫なく、だから現地へ行っ

たり役〃fの人にもｲⅡ談したが、結局は地元の

HI!解力刺も得られなかった。ただお願いしま

すと押して、何とか許可されたという感じだ

った。だから役所と我々の考えにズレが生じ

てしまったし、地元にしても歓迎する理由は

何もなかった。例えば、イベントとしての経

済効果などにおいてね。

司会，!〈6羽レースは雌初にヨットレースあり

きだったのですが、小笠原の人たちは最初かへ

らイベントとして捉えていたということです－

か。

宮坂地元の人たちはレースを観光資源とし

て兄ていたが、結果として効果がなかったと

いうのが彼らの詔iliだった。

今岡レースに出た人たちは、食料持参で行

ったからね。だから地元の人から見たら経済

効果がなかったってことになるだろう。沖縄

の場合はどうだったの？

今
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石原名誉会長の「コンテッサ｣の大番頭と

して内外のレースに参加。豊富な経験て

チームを引っぱっている。

沖縄レース､小笠原レースの他､グアムレ

ースやシドニーホバートレースなど大型

艇での国際レースの経験も豊富。

宮坂抑純では、そのような考え方のズレは

なかった。僕が思うには日程につきる。

植松艇のハード面やクルーの問題などは？

宮坂当然それらもあるが、沖縄の場合には

泊地のⅢ題は解決されていたし、参加できる

だけのハード而を術えた艇もそこそこある。

洲題は11程だと思う。

今岡要するに、LI程に合わせて参加できる

クルーが集まらない。

司会遊びの多様化の影響を受けてしまう？

宮坂いまクルージング委員会と、レースと

いうカテゴリーとランデブーというカテゴリ

植松ヨットクラブの人たちは、レースを作

る段階から、それ自体を楽しみの1つに取り

入れてる。だから、しだいに成長してきた。

宮坂鳥羽レースに深く関わって気がついた

のだが、東海支部の人たちは非常に原点的と

いうか昔のNORCらしさを持ち続けている。

スタート前日にフリート会議を開いてフリー

な意見が交わされているし、ときには咽I雌ま

でしながら1つにまとめている。彼らは、地

元の観光協会や郷iliなどに理解を求めるため

に20年、30年の時間をかけてきたが、その代

■レースの楽しさはどこにある
司会回答のなかで、アトラクションがない

とクルーの心がつかめないという愈兄力罫いく

つかありましたが、これにはクラブ単位によ

る手作りレースという発想はないですね。

植松レースそのものよりも、アフターレー

スのイベントを求めようとしているｲﾋ師ﾘは確

かにある。

宮坂それは大學Ifなことの1つだけども、そ

れ力ざH的ではない。

7
’
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－をドッキングしてはどうかという,活をして

いる。レースができる人はレースを、そうで

ない人はランデブーというイベントをできる

だけ作ろうという試みだ。

浅野ただ、沖繩とか小笠原というのは、こ

れはもう別格という感覚力罫する。いま催らが

号えなければいけないことは、l刻束支部がや

っている島lulりレースだ。それですら出場艇

が年々減ってきているのだから、まずその辺

りを検討する必要がある。ちょうど年度変わ

りのll寺期なので、支部レースを見匝して米年

はもう少し参加艇力輔えるようなアイデアを

出さなければならない。

今岡確かに、そうしたワン・オーバーナイ

トあるいはツー・オーバーナイトの!IIMIi肌レ

ースをどうしたらよいか考えるべきだろう。

これらが盛んになれば、長距離レースもまた

へ盛んになると思う。

植松そういう怠味では、以前に浅野さんが

言っていた、初肪（豈浦半島油壺からハ道24

マイル）レースを〃月やるなんてすごいアイ

デアだと思う。毎月鋪何週目の週末には、必

ずどこそこの海面に行ったら初島レースがス

タートする。そんな内容だったら、しだいに

参加艇力輔えてくると思う。初烏レースとい

うのは距鮒i勺にも下頃だし、季節によってい

ろいろな風力可次ぐ。l'1じコースでも本?'iにバ

ラエティに富んだレースができる。

浅野STC(#ll棋湾佐島沖で毎月ｲjわれて

いる腿間クラブ主樅の人気インショアレー

ス）のオフショア版みたいなものを考えたら

面白いかなという発想から出たものだ力罫、そ

うは言ってもクラブのレースがあったりフリ

ートのレースもある。そこに新たに加わると

へなると、スケジュールカ式とれないことも出て
くるかも知れない。

植松でも、I'1分の好きなレースに出ればよ

い問題だ。

宮坂ヨットレース向身も他の遊びのように

多様化してきている｡NORCでも､初烏が

終われば大島、大脇が終われば鳥羽という具

合に日程力雰全部決まっている。だから、例え

ば毎月1回やる初,喝レースにしても、できる

だけシンプルに金のかからない方法で、とに

かく場だけ作っておくことが先決かも知れな

い。そのなかで、どれを選んだらよいかとい

うことだろうからね。

まりのレースカ現実にあるなかで、なぜNO

RC本祁が多くのことに携わらなければなら

ないのかという話になった。以前に、やはり

アンケートをとったことがあった。そしたら

本祁レースだからこそ出たいという、要する

にレースの格みたいなものを期待していた人

もいた。このアンケートは背のことで、いま

とは感覚がちがうとは思うけどね。

植松いまの帆走委員会は、もっと別の次元

でエネルギーを使ってもらいたいと思う。

今岡そのように、いろいろな愈兄が返って

きたということは、それだけオフショア・レ

ースに期待しているという表れだと思う。

宮坂我々が危機感を持っているのと|可じよ

うに、会員それぞれが抱く期待度が加熱して

きている。それに対して、例えば；|朧の機能

を再考するなどして応えなければならない。

いまだに会貝のメリット論も出ているし、全

体的に飽き足らなくなってきている。だから

彼らにボランティアとして活躍してもらう場

を作ってあげればよい。

今岡そこで、さきほど出たように誰がレー

スをオーガナイズするかという話になってく

る。どこかのヨットクラブに頂ければ、そこ

が自分たちの仲lHlを集めて行うだろう。雌初

は数艇だけの参加でスタートするかも知れな

いが、自分たちがやるのだからということで

努力する人たちが現れ､やがては10艇なり20

艇の参加を集めるようになって、そのレース

の歴史が始まる。思えばNORCのレース同

体だって、そうやってきた。そして、やがて

はものすごい数の参加力ざあって一時は隆盛を

極めたわけだから、やはり最初は、いま言っ

たようなところへ戻さなければならないので

はないかと思う。

宮坂いろいろあるのだろうけど､（･時は隆

盛を極めたものが）落ち込んだ原|人Iというの

はまだ読めていない。

今岡運営する人たちがマンネリで、ただ単

にコミッティをやって報告すればよいという

感じになってしまった。だからクラブに預け

れば、自分たちのクラブのためにも一生懸命

に動くと思う。(クラブの人たちは密にNOR

Cと謡各を取りあうことになるので）これは

|司時にNORCのPRにもつながるはず。そ

れに、クラブも工夫して自分たち力迩営する

レースのPRをするだろう。集団の発想を変

えなければいけないのではないか。

宮坂昔の小網代フリートの（小網代カップ

のフイニヅシュ後に出していた）豚汁のイメ

ージだね。

児玉昔とイメージ力謹うかどうかは分から

ないが、基本的に豚汁はいまも出している。

たまたまこのII籾91は寒くて(11月後半)、しか

もシーズン雌後のレースという節|=Iでもある

ので豚汁のサービスが定着した。残念ながら

近年、小網代力､ソプといいながら小網代から

の出場はほとんどなく、もう小網代の伝統

云々ではなくなっているが、ちょうど季節の

節目のレースということで幸いにも小網代以

外から多くの艇が参加してくれている。考え

てみれば、花の大島もそうだし、初KiJJIJ月も

そうだが、季節の節目にあたるメインイベン

植
松
氏

‐"-．黙“_"皇‘》‘÷錘房デー諒蕊.．戦-,

76年頃から外洋レースに出場｡各ワールドカ

ップ､ケンウッドカップなど多数参加｡最近で

は､アメリカやカナダでの国際レースに力を

注いでいる｡闘将植松とよばれている。

宮坂だから、数年前からi"iを重ねている

かつて本部レースが多かったときは、レース

の準術に追われて疲れてしまった。そこで、

安全lll1題とかルールや計測に関することなど

デスクワークの部分だけを行い、その内容を

支部に伝えること力可肌走委ii会の意味ではな

いのかという活に進んだ。その具体的な例と

して、できるだけレース述尚を支部に任せよ

うという動きになり、いま本部レースとして

残っているのは鳥羽レースぐらいになった。

だから、支部間にコースがまた力ぎるものや外

国に関わるものに関しては本部レースに入れ

ているが、たとえジャパンカップにしても、

参加艇の集まり力鍾営に携わることができる

のなら主催は本部でも運営に関しては彼らに

委ねてもよいと思っている。もっとも、グア

ムレースなどは参加した人のやりたいように

やらせたいという時期もあっが、その後は本

部力探く脚わってくれないと面白くないとい

う怠兇も出た。だから我々は、本部として全

体の怠兄を把握しておかなくてはならない。

クルージング・デイビジョンが必要だという

のなら、それはそれで1つの時代の流れであ

ると思うし、そういう声を反映させるテーブ

ルを作っておくことは絶対に必要だと思う。

司会lli1符のなかには、NORCは世間や会

員に対してPR不足だという怠見があるので

すが、主樅側のNORCにおんぶに抱っこし

すぎているという意見も兄られます。

■本部として魅力あるレース作

りを目指すには

宮坂数年前から、本部レースをなくしてし

まえというテーマカゴI滞られてきた。支部レー

スやクラブレース、あいるはもっと小さな集

－ 8 －
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卜的な性格カゴステータスとして残ってるレー

スには、ちゃんと参加艇が集まっている。逗

子の初烏ダブルハンドレースなど、決してエ

ントリーフィーは安くはない力参加艇は数多

く集まる。こうした例からみても、クルーを

集めにくいという1つの解決策を備えたショ

ートハンドのオフショアレースが、まだまだ

恥えるような気がする。

浅野添畑薫氏（ヨット・フォトグラファー）

からlillいたのだけれど、フランスでは一辺が

1マイルほどの四方形をしたショートコース

を24時間かけて何周できるかというマラソ

ン．レースがあるそうだ。

児玉確かに、外洋レースなんてまさに24時

間耐久レースだけど、それは数多く回った方

力辮ちだから非常に勝敗の経過が分かりやす

いね。きっとマスコミ受けするレースは何か

ということで始めたものだろう。

浅野例えば小網代の沖を土曜日の朝から

日11稚日の朝までグルグル|画Iるわけだ。ただし

そこにギャラリーが見ていられるような環境

が整えられなくては面白くないけどね。

今岡オフショア・レースの隆盛には直接つ

ながらないね。

宮坂でも、ステップ論からしたら、つなが

りができるよ。

植松レースも多様化しているのだから、そ

のようなレースに興味を持つことから始めて

もらってもよいと思う。

司会PR不足という意見のなかには、レー

スがメディアに取り上げられてもらえない。

イベントレースを華やかに打ち上げてもらい

たいという内容のものが目立ちます。しかし

これはクラブを中心に輪を広げて行こうとい

う主旨とは逆の発想ですが。

今岡本当は、遠い島を川ってl腰1然を満喫し

て、その虜になって行くことだと思うのだけ

れども……。そこまで意識力漣していないか

ら、華やかさに結論が行ってしまうのではな

いのかな。かといって、イベントレースのス

ポンサーを探すのは難しい。

今岡そのような声はけつこう多い。思い切

って八丈島レースを半分のHli雛にして、島に

ついたらバーベキューでもやって、それでま

た走りながら帰ってくるようなことを、何か

やってみようではないか。

司会「どんな企画がよいですか？」という

IIIIIIに、温泉宿泊付きレースをiIfいている人

もいます。「レースに参加したことあります

か？」という質問では、95％ぐらいの人が｢あ

る」と答えていますが、こうして1l!身を読ん

でみると返答された人はレース第1主義的な

人ばかりではないですね。クルージング派を

とり込む工夫をしてくれ、というような意見

も多少あります。

児玉アンケートに答えてくれたのは、鷺副犬

に|Ⅲ題意誠を感じている人たちだろうね。

浅
野
氏

一
一

一
や
瞳

海外レースさらにNORCレースに多数参加I

するかたわら､本部ならびに関東支部ﾚーｽi
のレガッタプロデューサーとして力を注いでい≠§

、。；

る坐ﾖﾉﾋrMM春ツバゴー鍵灘蕊
宮坂各ヨットクラブのアイデアにうまくド

ッキングさせて、本部なり支部で1つの新し

いレースを企画するのも一案だろう。大島や

初烏など既存のレースで、そこそこの腱ｳ罫集へ
まって皆ｶ可前足しているレースはそのままで

もよいが、とにかく今回の討論会をよい機会

にして、来年は具体的にいろいろと考えよう。

極端に言えば、もう烏羽レースなどは放って

おいても安心できるレベルに達している。残

された探題としたら(フイニッシュ地である）

三崎港におけるヨット泊地の開放に、どうつ

なげて行くかということぐらいで、最近の参

加艇の数はうれしい悲鳴になっている。

今岡鳥羽レースはよいだろうが、参加艇が

集まらないで赤字になっているレースがけつ

こうあると思うカゴ。

児玉本部の資料しか見ていないので、ジヤ

パンカップと鳥羽レースのことしか言えない

が、鳥羽レースにしても収支的にはだいぶ厳

しくなってきている｡本部としても、レース・
へ

イベントで財政を支えて行こうとすると辛い

ものがある。

今岡その問題は、いま行っている本部の機

構改革のなかでも挙げられていることで、例

えばクラブにレースを委ねてしまうと、上納

金がもらいにくくなるという点も出てきてし

まう。だから、レース収入だけにおんぶして

いるだけでは|水Iるようになってきている。

植松そうした本部のシステム機機を変えな

いと新たな試みもできない？

今岡そういうことになる。

児玉クラブにすべてを預けてしまったら支

祁の迩営にも問題が出てくる。でも、仮にも

し僕の考え方でできるのだとしたら、それは

もう（クラブに）参加料も何もすべて決めて

もらい、一定額だけ（支部なり本部）にくだ

さいと頼めばよい。

今岡それが、現在の（支部や本部の）収支

にあうかどうかということだ。しかも、例え

児
玉
氏
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1968年以降の鳥羽レース、関東の島回り

レースには数多く参加。第1回沖縄～東：

京レースに参加、その後レースコミティ｜

を長年つとめる｡｢テティス｣スキッパー。

今岡八丈島の片道レースなら、温泉も入れ

られる。

植松衙路と復路の2レグにしてもよい。

今岡5月の連休なら時間がとれるし、八丈

ﾙbなら飛行機の便もあるから往路と復路でク

ルーの交替も可能だ。

宮坂具体的に既存のレースを見直すことは

大切だろう。ただし新規案の場合、日程とが

泊地の確保などを調整する11率がある。最初

からダメだと決めつけでは何もできなくなっ

てしまうから、いま出た八丈島レースのアイ

デアにしても、今年は無JJI!だが米年の早い時

"lに現地へ下見くとか、都の関係者に相談し

てレース実施のための環境を整えなくてはな

らない。何の裏づけもないままに、ただいき

なりLI程だけ決めて､八丈烏の片道ﾚｰｽを

やりますというわけにはいかない。

浅野この他にも、（逗子マリーナ･ヨットク

ラブの）初島ダブルハンドレースなど、5艇

近くも参加しているのだから、公式レースと

一緒には考えられないかも知れないが、例え

倒典1束支部でも同じような企画を考えてもよ

いのではないか。

■クルージング派との共存
児玉スポンサーのことは別にして、方法は

2辿りあるのではないのかな。というのは、

ﾙｳ1面Iりレースは何回も経験していても実際に

島に上陸したことのない人がたくさんいて、

これは少し変だなと,W,うことがある。確かに

脇を回るﾚｰｽはそれでよいのだけれど､純

粋に海を楽しむためのイベントがあってもよ

いと思う。例えば往路にレースをして島で休

んで、また復路にレースをしてもよいし、そ

のまま帰ってもよい。

－9－



OFFSHORE232

ば過分料で1レース10万くださいといった

ところで、もらえるかどうかも分からない。

そうなってくると、他に財源を考えなくては

ならない。

植松その辺の問題を本部がしっかり調整で

きれば、ジャパンカップなどの大きなレース

以外は、クラブ単位の小さな染まりから出る

自由な発想に任せる姿力型ましい。

今岡それは関東支部とてl'ilじこと。関來支

部が日程やルールを決め、艀が公平にできる

ようなレースにしてあけﾂしば、後はクラブに

任せた方が発朕して行くだろう。

浅野関東支部の来年のレースをシリーズ制

にして、年間ランキングを出してみらたどう

だろうか。

植松さっき出た、毎月の初烏レースなどは

絶対にそのような方法をとるべきだ。そうな

へれば、もっと大きなレースをやりたくなって

くる。

今岡あまり気張ってはいけないよ。それは

あくまで練習レースでよいと思う。こちらは

単にレースの場を提供するという意味で、縦

でもいつでも参加できるようなものを考えた

い。片方でバージンレース（インシヨア）が

あって、片方で毎月初島レースがあるみたい

な、そういうスタンスでよいだろう。

司会ここまで活されて、師月の初島レース

と、参加符が島で交流できる八丈島の2レ

グ・レースは、具体的にビジョンらしいもの

が見えてきましたね。

今岡（八丈島レースは）2レグでもよいし

片道だけの参加でもよいｶざ。

宮坂だから行くだけ行って、後は個人の''1

由でもよい。クルージングディビジョンと合

へ流してパーティーをしてもよい。それも11'1も

八丈島にこだわる必要はなく、三宅烏などで

もよいしね。

司会クルージング派の人にしても、そうい

う目的があれば島に行きやすいですね。

宮坂すでにクルージング部会と、どこかの

レースにあわせてランデブーをしてみようと

いう話をしている。いきなり小捷原や沖繩で

なくて、とにかく構えないでやれるところか

らやろうとね。

植松今年7月、ワントン3艇が集まって新

島でレースをしたら、地元がとても協力的だ

った。それに、新島は浅くてブイが打ちやす

い。間辺の,(61ulりを含めた、いろいろなレー

スを組みやすい。

宮坂新島は港も悠備されているし､確かに

条件はよいね。

今岡ただ、それは3艇だったからよかった

力雰、大勢が集まるとなればキャパシティーの

問題が出てくるよ。

植松｜聯9]を事前に決めておけば大丈夫では

ないかなあ。それも、例えば鳥羽レースが終

わった瀞1週にH程を組めば、回航がてら東海

支部などの艇力参加してくれるかも知れない。

児玉リ11}りがけとなると、けつこう厳しいよ。

司会ただ、新島は飛ｲj機が飛んでいるから、

オーナーは楽でしょう。

植松けつこう条件としては、そろっている

よ。島でブイ・レースをやるとしたら、あの

辺では新,崎しかないしね。他の烏は水深力探

いし、港も新島ほど使いやすくない。

浅野かつてNORC夏祭りをやっていたが、

それを新島でやれたらよいね。

宮坂5jjの八丈烏ランデブー、真夏の新島

ランデブーについて、典体的に案を練ってみ

ようか。レース艇以外にも、クルージングが

てらお寄りくださいとね。アンケートがこれ

だけ寄せられたということは、NORCが沿

性化に対して何もしてないんじゃないかと会

員の皆さんが感じていることの表れでもある。

だから、我々は具体的に改普策を検討してト

ライしよう。

にここで語られたことを実現する努ﾉJをしよ

う。（｣" ）

●座談会を終えて
l'III1討論だったので多少話の流れが蛇行し

た部分もありますが、ご了承ください。座談

会の要点は2つあると思います。1つは、ヨ

ットクラブの存在です。ヨットの先ポ禰睡Iで

は、クラブが主体になってレースやセーリン

グスクールなどを企凹したり泊地梓HMにあた

っていますが、日本では地域ごとにヨ､ソトク

ラブが根ざすより先にf|職されたNORC力罫

レースの普及に力を注いできたといえるでし

ょう。マリーナを単に駐車場のように琴えて

いる人からすれば、「ft方はレースを作る人、

私はレースを楽しむ人」という発想になるの

は当然のことであり、よりイベント的な性格

を求めるようになります。

ところが近年、ようやく各地城のヨットク

ラブの活動が盛んになり、独自のレースで参

加艇を集めるようになりました。そこで、N

ORCはさまざまなレースを育てることから

もっと公益団体としての役割を担うことが求

められてきています。

もう1つの要点は、我が国のヨット人nで

雌大多数を占めるブルーウォーター派をどの

ように捉えるかということです。考えてみれ

ば、クルージング好きなセーラーはロング・

オフショアレーサーの予術軍でもあるわけで

す。クルージング委此会力新たに刺I没されま

したが、今後の取り細みに期待が寄せられて

います。

なお、この座談会で滞られたことが契機と

なって、1995年度関東支部のレーススケジュ

ールの内容が大きく変革する方向にあると|珊

いています。

蕊
鐸
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小
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暉
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長年本部レースの主催に携わるかた わら、

小笠原レース､鳥羽レースな沖縄レース、

どに多数参加。「FUJIV」スキッパー。

・優秀と児玉イベントは人材の問題もある。優秀と

いうか、本淵に熱L､なプロモーターが1人い

れば、けつこうできるもの。だから人材を、

もっと多く獲得したい。そういう意味では、

せっかくこれだけのアンケートを寄せていた

だいたのだから、そういう人たちを巻き込ん

で協力してもらいたい気がする。

宮坂そういう意味からすると、我々もいけ

ないね。コーディネートする立場の人たちが

新陳代謝してないからね。

児玉これだけ多くのの人が熱L､にアンケー

トに梓えてくれたのだから、やはりこちらか

ら声をかける努力はすべきだ。きっと手伝っ

てもらえるのではないか。期待をしてもよい

だろう。

宮坂期待と|可時に、とにかく我々も具体的

記：市川和彦

※本号の制作進行中に来年度の関東支部のレ

ーススケジュールが公表され、座談会で語ら

れた案の｜部が早速具体化されました。詳し

くは折り込みをご覧ください（関東支部会員

のみ配布)。なお､異なる立場の方々から意見

を述べていただくため、引き続き「若手クル

ーの座談会」を企画しています。

こ叡意見・こ提案がありましたらNORC事務

局まで御連絡をお願いいたします。

-10-



｢岐路に京つ外洋レースを考える」

アンケート結果
(1994.11.8締切り分）

<質問〉

質問①レースに参加したことがありますか。
イある

□ない（口の方は以後のアンケートにお答えの必要がありま

せんが、最終の記入欄で、会員であるのにもかかわらず、

どうしてレースに参加されないのか、その理由をぜひとも

教えて下さい）

質問e(前問①イの方にお尋ねします）
レースは如何でしたか。
イ楽しかった

口楽しくなかった

質問⑧（前問e口の方にお尋ねします）何故楽しくなかった
のですか。丸はいくつでも結構です。
イ負けたから

口スタートやマークで怒鳴られて不快になった

八参加費が高い

二運営に不手際があった

ホパーティーなどがなかつた

へ その他（）

質問④（前々問eイの方にお尋ねします）その後レースは何
回参加しましたか。
イまだ1回だけ

口1～10回

八10回～100回

二100回以上

質問⑤レースに参加しようと思ったとき、何で決めました
か。下記の中で丸を三つ付けて下さい。
イ開催海域が近い

ロレースの距離、所要時間が手頃

八毎回出場していて仲間が多い

二季節がいい

ホ運営がしっかりしている

へ参加費が安い

トスポンサーが付いている

チ パ ー テ ィ ー が盛大

リ 参加 艇数 が多い

質問⑥そろそろ肝心なところをお尋ねしますが基本として
お好みはどちらですか。
イオフショア

ロインショア

質問⑦次のコースの中でお好きなのはどれですか。下記の
中で丸を三つ付けて下さい｡(前問⑥にかかわりなく
付けて下さい）

イ－週間前後を要するロングオフショア(JGYRなど）

口数日間掛かるロングオフショア（八丈島レースなど）

八ワンオーバーナイト程度のオフショア（烏羽パールレース

など）

二オリンピックコース

ホ ソ ー セ ー ジ コース

へ既設の浮標などを利用するクラブレース

質 問⑧

質問⑨

(以下の質問は前々問⑥イの方にお尋ねします)参加
したオフショアレースの中で、楽しかったレースは何

ですか。レース名を教えて下さい。

（ ）

潅篭鴎弼駕荊悶襄堀時の｣、
／ ､

（ノ，

質問⑩オフショアレースが今日の状況に至った原因は何だ

とお考えですか。下記の中で丸を三つ付けて下さ
い◎

イハードウエア（マストやラダーなど）の強度が心配

ロソフトウェア（クルー）への負担増が不安

八気象海象の激変が心配

二 所 要 の 日 時 の 確 保 が 困 難

ホ必要なエレクトロニクス製品が高価

へその他諸経費の負担が困難

卜避難港その他の泊地が不安

チ企画とそのフォローが不十分

リ参加艇が少なく、面白くない

ヌ その他（）

質問⑪前間の他にオフショアレースを盛んにするポイント

は何でしょうか。下記の中で丸を三つ付けて下さい。
イ魅力ある目的地の開拓

口 ク ル ー の 資 格 制 度 の 導 入

ハその他の安全策の徹底

二完走艇のクルーに完走証を授与、年間最多距離帆走のク鼻ヘ
ルーを表彰するなどして、オフショアのアピールを考える

ホセットした催しを充実させる

へ有力なスポンサーを探す

ト その他（）

質問⑫ オフショアレースを盛んにする有力な手段が見出せ
ない場合、来期のレーススケジュールを大幅に見直
そう（参加があまり見込まれないレースは最初から
中止する）という案があります。如何ですか。
イやむえない

口 反対(理由）

その他ご意見やご要望何でも結構ですから､メッセージをお願
いします。

－11－
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<回答〉

質問①

イ：281／口：9

質問⑪

イ：138／口：23／八：57／二：71／ホ：65／へ：76

ト：その他

レース前後の停泊他の確保8

シリーズレースに取り入れる3

開催日時の見直し3

イベントの必要性3

PRの強化3

安全に体する規制緩和

（イーパブのレンタル制など）3

質問e

イ：210／口：11

へ質問⑧
イ：4／口：4／八：4／二：9／ホ：3／へ：12

質問④

イ：：10／口：62／八：112／二：27

質問⑱

イ：137／口：60

中止したら再開は困難：17

参加艇が少なくとも継続する事が大事／オフショア

レースのアピールになる／普及の基本になる／灯を

消さないこと／若いセーラーがオフショアレースを

経験できなくなる：4

質問⑤

イ：134／口：162／八：62／二：63／ホ：42／へ：17／卜：3

チ：25／リ：60

質問⑥

イ：128／□：92

質問⑦

イ：39／ロ：75／八：184／二：99／ホ：75／へ：99 その他の意見

以下に内容の一部を紹介しますが、座談会の中でも出てきたように●時間、

泊地、経費●レース後の交流●PRの必要性などを問うものが目立ちました。

●フィニッシュ後さびしく帰るのはつまらない

●レース後の交流がない

●日頃の支部同士の交流がない

●先輩艇が後輩艇に親切でない

●支部交流のため、年ごとに開催地を変えるレースがよい

●各支部がレグを担当する日本一周レースはどうか

●漁港に入るたびに問題が出る、NORCとして漁港に提出するものを作っ

てほしい

●ダクロンセールに限定するなど、CRを皆が参加しやすいものにすべき

●オープンクラスが参加できるレースを増やしてほしい

●クルージング派だが、練習のためにレースには出たい

●勝負にこだわらない、皆が親しめるレースを増やしてほしい

●|ORの外洋レースはハードだった。人にやさしいヨットで公平なレーテイ

ングで外洋レースを楽しみたい

質問⑧

鳥羽パールレース

小笠原レース

環太平洋レース

件
件
件

、
「
Ｕ
ｎ
〆
」
〔
Ⅱ
Ｕ

「
Ｊ
Ｊ
勺
１
１
『
１
１

沖縄～東京レース

大島レース

アリランレース

件
件
件

４
２
０

－
１
１

質問⑨

へくスタート・フイニツシユの地名〉
●日本海を舞台としたレース（宮津～舞鶴など）

●鹿児島～沖縄

●伊勢湾～鹿児島

●小網代～烏羽

●関西空港周遊レース

●小豆島～広島

●小笠原～小網代

く開催季節〉

●お盆休みのロングレース●5月の連休のグアムレース●正月の小笠原

～グアムレース

〈その他〉

●ソーセージコースのみ7本くらいのレース●昔のポイントレースの復活

●小網代浮標を中心とした毎月レース●都市対抗レース●乗員合計年令別

ﾚｰｽ●ﾌｨﾆｯｼｭ後は温泉が必要

…蕊蕊議蕊繍アンケートの回答数質問⑩

イ：53／口：79／八：36／二：136／ホ：40／へ：84／卜：29

チ：45／リ：48

ヌその他

クルー不足10

グランプリレーサー化7

若者の弱体化3

ヨッ ト 以 外 に 遊 び が増えた3

近北支部

玄海支部

南九州支部

北海道支部

常磐支部

津軽支部

会友艇

不明

関東支部

内海支部

東海支部

駿河湾支部

西内海支部

８
４
３
２
‐

１
８
－

４
４
‐
１
４

１
３
２
１
１

１

溌多数のアンケート回答ありがとうございました。
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<たか〉提訴シリーズ（第10回） 新年を迎えて
JGYR92訴訟対策委員会服部一良

参加各艇は海面から湯気のように立ち昇る

霧に包まれ、たちまち白濁とした世界にフェ

イドアウトしていった、あのスタートから、

丸3年が経ちました。いつもこのような場合、

もう3年なのかまだ3年なのか、どちらでも

おかしくはなく、JGYR92はとくにその両面を

行き来する思いが強く、悩みます。

スタートの前日に久しぶりにお会いした武

市さんは、記|意が鮮明なだけに、3年前では

なく3日前としても、少しも不思議ではなく、

といってグアムでの緊迫した時間、殺至llする

メディアへの対応、報告書の作成、海難審判、

そして損害贈賞請求事件と、一連のアクショ

ンを時系列で追うと、やはり丸3年の経過は

納得できて、さらに困ります。

しかしこれらの思いはともかく、事故の衝

撃の波紋が四方八方に広がり、あちこちを揺

さぶった結果は、当然ですが予想をはるかに

超えていて、この3年間に学んだこと、いや

正確には学びたいと思うことが膨大に生まれ

ています。艇のシーワージネス、波浪のエネ

ルギー、気象海象の予測確率などの物理的な

問題から、オーナー責任や艇長責任、レース

の運営責任、クルーの自己責任、操船技術や

危機管理能力の法的責任などのソフトな面の

問題にまで、さらにそもそも責任とは何かと

か、遊びとか文化とかの定義に至るまで、正

直にいって、難問なだけに暖昧な箇所がなく

法廷の傍聴を希望します
NORC弁護団団長麻生利勝

d言

《，
畦

猟

新年明けましておめでとうこ諜ざいます。

NORCの会員の皆様におかれましては、ま

すますこ清栄のことと存じ、お慶び申し上げ

ます。

私は、山本隆、田中保彦両弁護士と共に、

「第7回グアムレース」における遭難者の遺

族から提訴された損害賠償請求事件で、

NORCの訴訟代理人を務めています｡既に9回

の口頭弁論を経ましたが、現在なお、双方の

主張や証拠を雲里している段階です。

この訴訟では、

①ヨット・レース参加者の自己責任

②艇長責任

③オーナー責任

④ヨット・レース主催者責任

⑤イーパブ取扱説明書表紙の記載に関する責

任

α要索等における国家責任

が問題とされています。

NORCは、遭難者及び遺族に対する哀悼の

念を表すと共に、外洋帆走レースにおける参

加艇の艇長及びクルーの「自己責任」が、終

始、貢散されるべきであるとの立場から、原

告の主張するいかなる責任も負担しないとの

主張を維持しています。

③のオーナー責任については、これまで余り

論じられなかった問題で、NORCと法的に直

接関係しませんが、今後のレース開催に大き

く影響する重大な問題を含んでいます。外洋

帆走をスポーツとして受入れ、海上における

自己責任に同意してのレース参加艇への乗り

組みをしたクルーが、参加艇のオーナーに対

して日割賞責任を追求する場合に、法的な責任

の有無を判断するだけで良いのか、それとも

法的責任の有無の他に何らかの制限があるの

か、例えば、故意又は重過失に該当する場合

以外はその責任を問えないとすることで、ク

ルーの自己責任とオーナーの参加艇管理責任

とのバランスをとることはできないか、なか

なか難しい問題を含んでいます。クルーもオ
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もない数々との、正面切った対山寺が求められ

ているわけです。

したがって、訴訟を受けたことは事故後に

残されたわれわれの責務の、こ．〈－部に過ぎ

ないと思っています。ただし、訴訟対策に追

われ、なかなか他の事項に手が回らないのが

実情ですが、訴訟に勝っても一件落着ではな

いことを、十分に自覚して、今年もがんばり

たいと思っています。

なお、NORC弁護団の団長､麻生利勝弁護士

から、下記のようなご挨拶を頂きました。今

年も応援のほど、よろしくお願いします。

へ

－ナーも、ヨットに対する安全|生への信頼度

は変わらない分けですから、当該ヨットに関

する製造・設計から使用に至る過程で、積極

的に何らかの作為もしくは不作為がオーナー

にない限り、自動車目剖賞責任法に規定する自

動車の保有者責任と同じような法的責任を問

えるのか、疑問なしとしません。

世界的に、IORも|MSも次第に「グランフ．リ

化」して、少数精鋭のプロ集団としての艇と

クルーそれにオーナーの独占的な領域になりへ

つつあるとの認識が広まっている折り、本件一

訴訟を契機に、外洋レースのあり方の原点に

まで遡った幅広い論議が求められています。

この訴訟を単にﾛ剖賞に絡んだ紛争とみないで、

NORC会員の皆様が、自分の問題として、ま

た、NORCの存続に少なからず影響するとの

認識をお持ちいただき、忌|軍のないこ意見を

私たちにお寄せ下されば幸甚に存じます。私

たちは、全力を投じてNORC並びに会員の皆

様のために尽力いたしますが、出来るだけ多

くの皆様が、法廷を傍聴されることを希望し

ます。期日、法廷等については、NORC事務局

又は私たちの事務所にお問い合わせ下さい。

本年も、皆様にとってより良き一年であり

ますよう、お祈りいたします。
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選挙？やったの…？

各フリートにまかせられた倦義員の選挙はどんな風に行われたでし

ょうか。会員のあなたは、積極的に閃心をもって行動したでしょうか

あなたの怠兄を代弁するために、誰が代縦此になったかを、ご存じで

すか…？あなたも、また、「他力本願会此」ですか…？

関東支部では平成7．8年担当のNORC代議此の選挙の告示力握れ

てしまったため、先月号の本誌で告示を行い、本誌が会員のお手もと

に凧く数日前に立候補の締切をし、割当られた定数をこえる立候補の

あったフリートでは数u前に郵便投票が行われたはずです。
へ

もともと、規則からいえば、フリートでの選挙は「総会でする」こ

とになっています。しかし、よくまわりを兄l'ilして下さい。総会が成

立するフリートなんて、ひとつもないのです。NORCの選挙規則では

「選挙は他人に委任できない」ことに決まっています。この決まりは

世の中のごく附識的な規定です。

ほんの数人、あるいは、十数人しかあつまらないフリートの総会で

代識此を決めるなんて違反もいいとこ。靴lkではフリート総会での選

挙なんて成立しないのです。

そこで、やむなく、関東支部では、塊欠に合わせ、定数をこえる立

候補符のあったフリートでは郵便投票をすることにしました。ここ

1．2年のうちに、本部においてはJYAとの併合問題、支部において

は支部の細分割問題等、将来に重大な影群をもつ事ｷ1Mを決断しなけれ

ばならない状況にあるのは明白で、従って、従米のように「適当に」

だれかを出して散〈などということは許されず、今IIilのｲ罵義員選挙で

は、典に木端会員の意見を的確に代弁することができる人をｲ馬義員に

選ぶ必要があったのです。

へ幸いなことに、新しい風力斗吹いてきたのを感じて、過日の常任委員
会では各フリート･キャプテンは、「fifif，定数プラス1人の立候補者

を探し出し、閃束支部はじまって以来、全部のフリートで、投票によ

る代瀧此の選出をしよう」と申し合わせをしました。全く、1年前に

は巷えられなかった程、関東支部は大きく変化してきています。

フリートで郵便投票をしなかったところはありましたか…？

あなたは投票をしましたか…？

これほどに帯が会員の声を真剣に吸い上げようと努力しているのに

まさか、一番簡単な郵便投票すらしない会liは、いなかったでしょう

ね。側束支部を民主的に運営するのは、容易なことではないのです。

こんなに多人数なのに支部広報がありません。誰がフリートからｲ罵誰

員として出たのかもすぐには皆に知らせようがないのです。

フリートの崩壊…

いま、関東支部では、建前上、フリートiil.位で活肋することになっ

ています。選挙もフリート単位で行われることになっています。

腿い朧史の中で、関東支部会貝が5，61'1.人くらい、せいぜい多く

ても千人くらいまでの時はフリートが|H1述いなく機能していました。

しかし、いまや、フリートは完全に肋i壊し、いま関東支部はクラブが

単位の涌動になっています。一見、フリートがやっているように見え

る橘勤も、実は、あるフリートで貨任をもたされた「誰か」が自分の

1'l1lﾊlを「個人的に」頼んで、レースなり、行里偶なりをやっているにす

ぎないのです｡関東支部でのフリート椚助は見かけ上､「フリートが活

肋している」と見えているに過ぎないのです。

フリートで何かを決めたり、フリートでまとまって行動するなり、

ましてや、責征をもたされ止むに止まれずやっている『誰か」にフリ

ートがフリートとして協力をすることなんて、全くといってないのが

実情なのです。

それは、自分が「誰か」の立場になったとき、身にしみて分かりま

す。

例えば、選挙です。今回、各フリートキヤプテンは代議員の選挙を

フリート単位でまかされました。しかし、誰がアドバイスし、誰が発

送をf伝ってくれたでしょうか。支部広州もありません。もし、フリ

ートでキチンと選挙をやろうとしたら、会員には最低2，31IIは通知

を出さねばならないのです。それは、艀、フリートキャプテンの自腹

にまかされているのです。全く信じられないことです。これでは選挙

をするなという制度・組織とl'ilじなのです。

告示を兇て、立候補してきたi"liは定数を杣当に下回ったはずです。

それでも、今l'llは、関東支部に新しい瓜力1次き始めたのを感じて、か

なりの人々が自主的に立候補したはずです。不足だった候補数は各フ

リートでどうやって選考したのでしょうか？

フリートはフリートキャプテンを助けてやってはいないのです。

では、どうしたのでしょうか。

多分、クラブが知恵を貸したに逆いありません。

関火支部を実質的に動かしているのは、いまは、フリートではなく

クラブなのです。ですから、代議員も得クラブの意見がストレートに

反映されるように各クラブからも出てくるのがいいのです。また、そ

れ力潤束支部の実情に合っています。

各フリートは、代議員の選出にあたって関東支部の行く先をみすえ

た選択をしたでしょうか。

支部の細分化→フリートの支部化→クラブ単位の支部

多分、側束支部が早くから組織の再点検をしていたら、支部の細分

化の;砺命はフリートの支部化という談論で済んでいたでしょう。とこ

ろが、今はもう、フリートに力がないのです。ですから支部の細分化

を考えると一気に「クラブを!''心として支部をどう再構築するか」が

テーマにならざるを得ないのです。

簡単にいえば、関東支部水城ではクラブが主導権をにぎって経済的

にも独立したかたちになって活動するのがりJ在の実情に一番合ってい

ます。つまり、「クラブの支部化｣がいいか、「いくつかのクラブの迎合

体の支那化」がいいのか、を検討することから支那の細分割問題が解

析されてゆくことになろうかと'W,われます。（つづく）

●●●●●●●､●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●●●■●●●●●●●●●●■●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●■●●心●●● ●●●●●●■●､
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この度実施させていただきましたクルージング委員会アンケートに、多数ご返事いただきありがとうございました。クルージング委員会もまだ発

足したばかりで、どのような事業をしていいのか試行錯誤している段階でおります。会員の皆様のご意見。ご希望を多数お寄せいただき大変参考

になりました。ここにアンケートの－部をこ報告いたします。

総数：231通

質問1：クルージング委員会をどう思われま

すか？

イよいと思う214件

口必要ない8件

ハその他7件

（ハの内容)●今後の活動に期待する

●運営、企画次第

●なにかわからない

●オフショアレポート〈･らい

●実績次第

●ﾁｬｰﾀｰ艇があれは 等の招待クルーズを行う（各支部）

73件

ハ沖縄、小笠原、鳥羽等のレース部門と

の合同でクルージングをする68件

二今回（8月21日）行われた関東支部主

催湘南バージンレース初心者及びスリ

ーピング会員の方々、NORCの会員に

よる会員のための無料レース等のレーヘ

ス61件

ホオフショアにクルージング委員会のペ

ージを設ける’20件

へ講習会（帆走技術、安全等）を行う

93件

トクルージングにおいての泊地に関する

こと’71件

質問3：これからもNORCの会員でいられ

ますか？

イ会員でいる204件

口会員をやめる0件

ハその他23件

（ハの内容)●艇を売った後は分からな

’い

●大会も含めて考慮中

●メリットが有る限り会員で

いたい

●社団法人とクラブを分離す

べき

●運営次第

●現状のままだとやめる

●今のままではメリットがな

い

●会友艇でいる

●会友艇会員

●会友艇でなければ負担が大

き過ぎる

質問2：クルージング委員会の企画に参加し

ますか？

イ参加する’33件

口参加しない21件

ハその他70件

（ハの内容)●企画による

●時間的に無理

●年齢を考え様子眺め

●企画が分からないので返答

が出来ない

●協力はする方向

●日程次第

●活動場所による

●都合が付けば

●クルー会員なのでオーナー

次第

●海外からの参加企画なら

質問5：その他当委員会へのご意見、ご希望

等がありましたらお願いします。

この項目については、意見が多数のため取

りまとめて別の機会にご報告致します。

以上のような結果になりました。さらに詳し

い内容を決定するために再度アンケート（オ

フショアにて）をとらせていただきたいと思

います。より皆さまのこ要望にこたえられるへ

ような事業にしていきたいと思いますので、

次回のアンケートにも今回同様多数のこ．意

見・こ鶴要望をいただきたますよう、よろしく

お願いいたします。

質問4：現在下記のような事業計画がでてお

ります。関心のある項目に○印をつ

けて下さい。

イ年｜回（又は数回）クルージングイベ

ントを計画（各支部）’49件

口ボランティア活動（交通遺児、身障者

第7回日本ミドルボート選手権のお知らせ NORC

｢第34回東京国際

ボートショー」

に出展

レース日程（予定）

4月29日第｜、第2レースインショア

30日第3、第4レースインショア

5月3日第5レースシヨートデイスタンス

4日第6レースインショア

レーティングリミット

IORI8.50～25.99ft

CR6.50～9.00m未満('92年バージョン）

|MSGPH720～600/M(LOA36ft迄）

('994年バージョン）

|MSレーサーのCRバージョンへの参加はお

ことわりします。

お申し込み、問い合わせは、関東ミドルボ

ートオーナーズクラブ事務局

〒’’0東京都台東区東上野2－|l－2

STYビル2F

佐藤歯科医院内佐藤文昭

TELO3(3835)8160FAXO3(3835)8172

●1995年2月7日㈹～12日旧）

●東京国際見本市会場(H胄海）

今回もNORCのPRブースをC館

に出展します。

ご来場の節にぜひお立寄りください。

斗戸
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計測委員会CR部門からのお知らせ

本部計測委員会大橋且典

本部技術委員会林賢之輔

第6回全国連絡会議（11月26,27日）にお

ける確認事項をお知らせいたします。この確

認事項は95年版レーテイングとして95年3

月1日から適用され、この証書の有効期限は

発行日から98年2月28日までとします。

特に、今回の確認事項はクルージング派、

ファミリーセーラー等に多くみられるファー

！ノングジブ､スピンなし又は非対称スピン(ク

ルージングスピン等）を使用する艇と船齢の

へ高い艇の救済（レーティングの軽減）および
TAの数値変更とコースタイプの設定を行い

より公平なハンディキャップに変更いたしま

した。

さらにハイテク素材（カーボン等）とガン

ポール（通称）にも対応することにより、多

様化していくセーリングクルーザーに適用し

ていけるようにしました。

以上の変更により、95年版レーテイングは

一般的に現行より下がる傾向となります。

SPA=MSPA+(SSPA-MSPA)

+(ASPA-MSPA)

MSPA=0.75×｜×J

SSPA=0.05{2xSL+(SMW+l.8xSPL)/2}2

ASPA=0.05{2×ASL+(ASMW+l.8xJS)/2}2

JS=SPLと0.8TPSのいずれかの最大値

●エージファクターの開始年度を現行の

’975年から'985年に変更する。

B.スタンダード艇種一覧及び

HSC対象艇一覧

スタンダード艇種一覧はオーナーおよび計

測員の参考であり、リミット値ではないこと、

またHSC対象艇一覧は各支部の風域、海象な

どの違いにより幅広く運用する必要があり、

ルールブックには記載せず別資料とします。

なお、ルール変更によりHSC値が変更とな

る艇種もありますが、具体的には各支部の運

用となります。

※TAの運用方法の変更など各支部､各フリー

トのレースコミティの皆様にはこ理解の上、

レース運営方法の準備等、よろしくお願い

いたします。

巳．タイムアローアンス(TA)の変

更／追加とコースタイブの設定

現行のTAでは風域／コースにより小型艇

または大型艇に有利／不利が発生する場合が

あるために従来のTA算出式の値を変更し、コ

ースタイプの追加設定によるTA値の追加(計

6パターン）で、より実状にあった公平なハ

ンディキャップになるようにした。

タイムアローワンス

TA=K/Rm・

●ラウンドブイコース（風域I、II、Ⅲ）

オリンピックコースや上／下のソーセージ

コースの場合に適したTAの設定で､今回追

加したものです。

ラウンドブイコース

4．計測申し込み時の費用（支部ご

とに異なる）

:薫恥Ⅷ円'1闇…場合’
1．クルーザーレーティング算出式

の変更

R=1/2×(L-BWL+2/3G×G/W+0.75

XRF×ﾍ/~g)×PF×AF×WF×MF

●カーボン等のハル、デッキ(MFH)･スピン

へボールを除くスパ-(MFS)・ラダー、ラダ
ーシャフト(MFR)に対して、マテリアル

ファクター(MF)を導入することで対応。

(MF=MFH×MFS×MFR)

●ファーリングジブの救済として、最大ラフ

長さ(FJL)を実測し、このFJLとJL(|と

Jから算出するリグの上での最大ラフ長さ）

を比較し、小さい方をJLとする。

●クルージングスピン（不利)／スピンなし

（有利）およびにスピンエリアがレーティ

ング算出に対し寄与が大きいので、これら

を 是正するため対称スピンエリア

(SSPA)、非対称スピンエリア(ASPA)、最

小スピンエリア(MSPA)を導入し、スピン

エリア(SPA)の算出式を変更した。

さらにTPS(TackPointofSpinnaker)

通称ガンポールを計則し、使用によるスピ

ンの効率向上の分を算入した。

5．スタンダード艇種

●YAM2611S、YAM23、YAM2311の3艇橦

を追加、計||艇橦となります。

●現行はEDV30､EDV30PB､SWING31､SWING

34、YAM28S，YAM30S2、YAM3IS、YAM

34Sの8艇種です。

I II Ⅲ
｜
圃
一
唖

し
八
一
、

2035 '600

0．39 0．4

●オーシャンレーシングコース（風域I、II、

111)

島廻りなどのレースに適したTAの設定で、

上記のラウンドブイコース以外の全ての場

合を含みます。

オーシャンレーシングコース

I II Ⅲ
｜
咽
一
唖

K

、

'850 '335

0．39 0．4

ただし、刷或レンジは従来通り(I:風衷

5m/s以下、II:風宝5m/s以上9m/s

以下、Ⅲ：風速9m/slZL上）です。
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関東支部IMS勉強会勉SM

稲葉文則関東支部IMS委員長

需
尋

輿込

自艇のレーテイングが高すぎると思う人、他艇のレーテイングが気になる人、IMS全艇

集合のL旗が揚がった。1994年12月2日(金)、関東支部においてIMS勉強会がおこなわ

れた。参加者は自艇のIMS証書のコピーを持参し、各テーマの講師に熱心な質問をあび

せていた（内容は次号から連載いたします)。

昨年の関東フリート対抗レースの参加艇は

IMSクラスカゴ29艇、IOR･CRが12艇とIMSxf

ートが大半をしめるようになった。これから

のレースはIMSの世界だ！しかし、せっか

く1I.fiい愛川を支払ってIMS証ﾙ:をFに入れ

た力刈略号記号だらけで自艇の水線腿もわかな

らいオーナーが大半。これではせっかくの証

11効罫'ifのもちぐされである。

祉沸には自艇のすべての能ﾉJｶﾐ記城されて

おり、おらゆる風に対するスピード、角度、

復IiUJ、重斌、長さ、幅、深さ、セール面積

等々 である。レーティング証!IfをIIﾐし〈珊解

して、’'1艇のポテンシャルを知るのｶ罫楽しい

ヨットライフをすごせる事だと気がついた私

は､迷えるIMSの羊たちを救うためNORC技

術委典会の先生方に救助願を発令した。

12月2日、林委員長を先頭に姉々たる講師

陣が雁I立教育会館にはせ参じ、荊惨の『舟槻和

宏芯能研究所長は乗艇<エスメラルダ>のIMS

スクラッチシート理論を教授すべきと、オッ

トリガタナで駆けつけた。

NORC会員優待で会曲はダダという勉強

会、30数名前後の会員が熱C､に瀞lliのわかり

やすい、IMSの解説をliMき入ったしだいであ

っという|H1の3時間力過ぎました。リ11}路はま

だi活したりない講師たちを囲んで、T･円で飲

みほうだい唯いほうだいの今年流行の価格破

壊パーティ（新橋飲屋横丁の立ち放しで少々

疲れる）までやって、有意義な勉強会となっ

た。

次回は多数の会幽の参加を期待します。 ④IMSレースマネージメント

ブログラムシミュレーション

風祭徳行講師

1994年関東フリート対抗のレース結果

をシミュレーションし､なぜGPHをレース結

果に適用すると不公平になるかの説明があっ

た。

<IMS勉強会の内容〉

①IMS証書の見方

大橋且典講師

個々の艇の予測スピードをあらわしてい

るIMS;l旧【トについて脱明があった。
…坐

IMSクラブ証書

(クラブサート)についてeパフォーマンスカーブシステム

(PCS)について

へ

日本国内でもIMSを取柵する艇が100

沢地繁講師

ゼネラルパーパスハンデイキヤップ

(GPH)を代表とするシングルウインドスピ

ードよりも公平なPCSの考え方について説

明があった。

艇を超えるまで普及してきており、IMS

のシステムがより公平なレースを実現す

る上で認知されつつあると考えておりま

す。

NORCでは、すでに実施している国も

ありIMSクラスの普及版として、IMSク

ラブ計測を本年度より実施し、レースに

通用していくこととなりました。

IMSクラブ証書とは、従来からのIMS

クラスと互換性のあるもので、しかも計

測については簡易なものとなります。取

得資格、計測内容／料金、適用レース等

詳細につきましては球敏訓倹討されている

段階です。決定されしだいOFFSHORE

等にて発表の予定です。

③IMSレースマネージメントブログ

ラムスクラッチシートの見方

高槻和宏講師

公平なレース結果が得られるPCSにお

いて、レース結果を算出するプログラムと、

レース途中でスクラ､ソチシートを使い、イ|汗

に勝っているか否かを知る方法について税Iﾘj

があった。

： ;蕊…：
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第132回理事会議事録
1日時

､|え成6年12月3n(_t)14:00～17：00

2出席者

叩‘｣;30名中出啼29名

3議題

（1）‐祁規程改正の件、新人会ll承認の件

(2)支部及び専門委員会報告

(3)補助金経過報告

(4)JYAとの問題、その他

議題1膓部規程改正の件、新入会員承認の件

*NORC組織及び運営規程第2章専門委

員会の一部改正

久保術務理祭から資料に基づき、次のとお

り総務委11会提案の理由説Iりjがあった。

NORCの専門委員会は、協会の発腱に伴い

その1I籾91における特定事案対応のため叩癖会

へマターで遮11設けられてきたが、迎桝規挫'二
の術,没委j_1会とするには時期尚1I1ということ

で側部',!を改IEするには至っていなかったが、

今l'i1、没立時の特定事案が-‐般化し既存委員

会で対応できる状況になった等の理1I1に雄づ

き盤JII!した結果、財務委員会のF祁委ii会と

しての「保険J委員会」及び「クルージング

委趾会」を常設委員会に加えることとしたい。

それにf1畠い上記規程第2条及び第3条を盗料

のとおり改正し、l!IJ日施行することとしたい。

､IM､g!砿長から諮られ､第3条(Zji公の職務）

について多少の字句を訂正のうえﾉK1沼された。

＊新入会員承認の件

久保術務理事から、7月から10)jのlHlの新

人公皿は賓料C)とおり特別会j16名、IIﾐ会員

157譜、準会員6名の計169名で、総i汁では特

別会11987名、JE会員4,285橘、準会ji24名、

i汁5,296名となる、旨説Iﾘj力薮あった。

へ議題(2)支部及び専門委員会報告

＊支部

●メルボルン一大阪ダブルノ､ンドヨットレース

内海文部松木理事･lifjレース災行委ilから、

実行委1_1会糸II織の祁卿各説明があり、さらに、

l'ijレースの進捗状況についての報fifがあった。

池内迦偏委員長・同レース実行委jiから、

レースでの皿信は、長距離の場合は従l揃辿り

SSBによるペンタコムスタットとの交ｲ!計と

なるが､大阪湾内ではVHFによる大阪11jポー

トラジオを利用する方向で推進'i!である。と

の縦;[『があった。

●Iﾉ印内海器｢､支部長から、西内海文祁ではア

ジア大会に総力を挙げて協力をした行、近畿

北K摸晶井支那長から、近北支部では異端渇水

による琵世湖の水位低下のため爽施できなか

ったレースがあった等の報告があった。

＊専門委員会

イ総務委員会

●たか哉判対策臨時会説納入状況

111･川叩-'jfから次の報涛と依軸があった。

納入済みの文部は北海道、言祁納人力期弱ⅢI

湾、沖繩、來海の3支部である、未納の支那

は早急に納入方をおI紬いする。

●NORCカード会li会岱リ|き落しの件

久保常務｣叩!jfから、黄料に蕪づき次の説lﾘj

と依頼があった。

11月21]現在のカード応諾者数は424名で

あり、応諾持琳について各支部のご協力を更

にお願い致したい。また、本部事務局で支部

ごとに異なる会賛としてり|き落す金額を把捉

しなければIJIき落し!j#務ができないので、I咄

布した表に支部堆金金額及び臨時会費金額を

記入し、本祁'｣;務ﾉ")あてご送付願いたい。

口国際小委員会

●ORC会縦

大鵬兄血凹fから、安料により大要次の､服杵

があった。

ORC総会は11)1711から13日までのIHlロ

ンドンにおいて|川樅され、大儀見、角（技

術)､石渡､（ﾜﾝﾄﾝｸﾗプ)、山崎(IIil)の

4名がllﾘﾙﾘした。

会議の状況

IMS艇が6,006隻（｢1本は112隻）に蛎加

し、IOR艇は996隻(I~1本は53隻）に減じた。

ORCは、今まで弁111N．Aを通じてIOR、

IMSを符理してきたが糸l勝熊を改正し、各オフ

ショアクラスl〃会を従米のレベルレーティン

グクラス委11会に枠わって設置されるオフシ

ョア・クラス委11会に取り込み活動すること

とした。従って、外洋レースの全てのクラス

を包含することとなった。IOR、IMSのグラ

ンプリを対象としていたのが外洋レースの命

てを対象とすることとなったものだが、底流

では依然としてグランプリ指向は残っている。

ルール而からは、ORC各国メジャーラー及

びメーカーに対･し､IMS』郷f遵守に閏する注

意を喚起することが決定された。また、特別

規H1にIﾘ｣示されているオーナー責任に、さら

にクルーの''1己蛍任を付加すべきである、と

の意向が強まってきている。

林技術委災蛙から、IMSクラブ・サーテイ

フイケート発行を検副.しているが、95年～96

年度から実行に移したい。との発言があった。

●IYRUルール委ji公帳i'r

秋山剛甥から、次の鞭併があった。

JYAからの委liとして出席したが、IYRU

では、4年後のルール改正に織り込む予定と

して次の項'三Iが挙げられた。今後検討される。

⑩後進'l!の艇は他艇を避ける②720IZIIIIJliX

(ペナルティ）のルール化③ウエート・ジャ

ケットの禁止④ワールド・ユースの中止

⑤1994年版,武験的航路椎規則の95年改正版

発行⑥リコール伽〔をX旗からR旗へ変史

⑦レースマネージメントマニュアル、ジャッ

ジ及びアンパイアマニュアル発行⑧スタン
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ダード・マッチレース・セーリングインスト

ラクション及びダイレクト・ジャッジング・

ガイダンス作成中⑨剛|祭ジャッジ、ILI1祭ア

ンパイアの年齢制限新設、IIIi滴は65才まで、

IIJIII請は75才まで(特別理1I1があれば77才ま

で）

ノ、会報'j委員会

今岡委員長から、「支部だより」を新設する

企画がある。ご協ﾉJをお願いしたい。との報

-i'fがあった。

二財務委員会

久保常務理事から、9)1301~I現在の収支

は、盗料のとおり収入108,414千I'I、支出

74,357千円で、今後の見込みは収入では臨時

会費､支出では関東支部韮余への返済がある

旨糀需があった。

ホ帆走委員会

1I:f坂帆走委員長から次の州f!i、提案があっ

た。

●グアムレース中止の件

グアムレースは、当初からスポンサーの協

ﾉJを得られた場合に開樅することとされてい

たレースであるが、本年はスポンサーの協力

を得るに至らなかったのでIl1止することとし

たい。また、その旨述怖省へ水年度蛎業計画

の変吏ﾙI}を提出したい。との提案があり、承

!忍された。

●銚-f市のヨット閏辿1f業による地域振興に

対するNORCの対応

1990年から、(村j銚-f青年会I鯛り『は地域振興

対策の一環としてヨットレースの実施を考え、

NORCに対し指導・助言を依頼してきた。資

料のとおり、名洗港マリーナI則述の会談に、

逆怖汽、海上保安部、千雌県呼とともに川席

した力爵、今後も、事業によっては|災l係委員会

と協繊し''1様な対応を|"'iすることとしたい

旨提案があり、承認ざれた。

へルール委員会

石井ルール委員長から、ニッポンカッブ報

f[『および試験的航路椛規1111(イクスメンタ

ル・ルール、簡略化ルール）の糀告があった‘

卜通信委員会

池内通信委員長から、次の樅fIrがあった。

NORCでは､レース指向の艇はORC』蝉惟で

護務付けられているI玉I際VHFを､以外の艇は

安令面からマリンVHFを､の二つの使い分け

をｲf崎進している。国際VHFは、|州励に際し川

人i証明を求められるので会此艇としての礒録

が必要である。

マリンVHFは、NORC"III(+l)サーブ90交

流協会に加入する必要がある。マリンVHFを

llll)1!jしようとする艇には、〃11人,illIIﾘjを発行す

ることとしている。
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存在を認めざるを得ません。その善し悪しは

別としても、現行1郭萸事故による同時発生の

セールの損害については、セール耐用年数や

セール免責金額の設定などによる、縮小揃賞

の方向で引受をごｵ鋸寸いただきたい。

1剰萸小委員会は、1995年度NORCヨット保

険の内容改訂について、94年3月に実施した

アンケートに寄せられた会員の皆様方のこ意

見を集約し、引受保険会社である東京海上火

災1剰黄と住友海上火災1剰萸2社に対して次の

とおり提案害を提出しました。その概要をお

知らせします。

2．引受プランの多様化について

現在のレーサープランとクルーザープラン

の2種類による引受を、レーサーブランにク

ラスAとクラスBを設定し、3種類とする引

受を検討していただきたい。クラス分けは、

1剰黄ﾉj委員会による艇種別クラス認定基準と

NORC指定検査員によるコンディションサー

ベイ受検による事前相談の結果との両面から

決定する方法を提案致します。

レーサーブラン／クラスA

現行レーサープラン

レーサーブラン／クラスB

現行クルーザープランとレーサ

ーフランの間の料率で、レースを

徹賞するプラン

クルーザープラン

現行クルーザープラン

なお、レーサーブランクラスB加入時にコ

ンディションサーベイを受検した艇は、免責

金額を引き下げる。ただし受検結果から、改

善を指摘された箇所は免責とする。改善後は

その免責を解除するものとする。

4．残骸撤去費用について

船体修理費用と別枠繍賞の方法を前年度ご

回答いただし‘,ております。

船体部分解食料の32％（料率5円／千円）

相当の割増に対し補償は船体損害保険金の

'0％でかつ実額限度による全員加入との内容

ですが、会員が利用しやすい料率の再考をお

願いするものです。

1．無事故割引と事故割増について

現在のNORCのヨット保険の無事故割引・

事故割増制度は、「認可料率｣の範囲内で実施

しております。91年度に導入された割引割増

制度における94年度船体等級「一2」等級取

得者で、本年度無事故者（90名：全契約者の

30％）への割引継続についてこ翻配盧いただき

たい。

現行認可の翁氏料率という前年回答内容を

ふまえ、その優良契約者に対する船体免責金

額の削減を提案致します。

3～5年間無事故…･………･…･免責金額

5 万 円

6～8年間無事故・……･……･…免責金額

なし

一方の事故割増に関しては、同一の契約者

(被｛鄙萸艇)の事故多発化傾向を踏まえて公平

な引受条件とするには、現行の割増料率に追

加して’1剰萸年度の事故件数により、次年度

の免責金額の引き上げを提案致します。

｜事故／｜年度…･･……………･免責金額

20万円

2事故／｜年度…･…･…･………免責金額

30万円

3事故／｜年度・…･･免責金額50万円

へ

5．保険金額の拡大について

搭乗者傷害保険金額の引受限度額を｜名’

億円とする。

賠償責任1罫黄金額の引受限度額を5億円と

する。

これらの提案内容が採用になる初夢が見ら

れればと願っています。

会員の皆様方にとって良い｜年であります

ように。本年もよろしく御願いいたします。
3．セール・ドライブユニット損害

の補償について

ヨットにおけるプロペラ、シャフト等はド

ライブユニットと分類する根拠に乏しく、ヨ

ット特約の納得感力簿いという現状がありま

す。ヨット特約条項の解釈をご検討いただき

たい。

セールに関し消耗品扱いの妥当性は一致し

た見解ですが、現行のヨット特約を付帯する

ことなく、セール単独損害を補償する引受の

1995年度NORCヨット保険決定速報

提案｜の割引割増制度について

95年度から船体等級「－3」等級が新

設､－3等級の免責金額は5万円に決定と

なる。事故割増では、「＋5」「＋6｣等級が

振受。提案2，3，4については継i禧議

となる。提案5については、引受限度額の

拡大が提案どおり引受可能となる。

へ
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1部定価300111（郵送料別)

苑行社団法人11本外洋帆走協会

発行人今岡又彦

東京都港区虎ノ|"'1-11-2(輔2船舶振興ビル5階）

‘通話・東京03(3504)l911

FAX・来京03(3504)1914〒105

郵便振評恭号2～21787

印刷株式公社気生唯印MIlﾘ『

關冨圓函、 せん。成功の鍵を握るのは、ヨット人口の大

多数を占めるクルージング派との交流を具体

的にどのようにするかなど、残された問題も

多いと思いますが、同支部の帆走委員会なら

びに本部クルージング委員会の方々の努力に

期待します。

●今月の表糸氏：新年号らしく朝日に輝くヨッ

トを題材にしました。寒さに震えながら朝日

を迎える瞬間は、オーバーナイトならで･はの

感動です。（写真／添畑薫）

新年あけましておめでとうこ舎ざいます。

初日の出を海の上で迎えた人も多いかと思い

ますが、みなさんの今年の抱負はいかがなも

のでしょうか。関東支部では、本号の座談会

で出された意見をもとに早う宝、新たなレース

企画 が盛り込まれました。ゴールデンウイー

クを利用して新島に集まる企画は、同支部に

とって新たな時代の幕開けになるかも矢ﾛれま

－19－
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■第39回神子元島レース
（レース委員長：高村宏）1994.9.17参加9艇関東支部1994年度表彰式
クラス｜順位’授賞艇

lMSクラス総合優勝|UFO
総合優勝シルフィー ド Ⅱ I

lORクラス
2位あずさ

総合優勝アドバンテージ
CRクラス

2位WISHIII

蝉』罐士醗哩…~鞭轟一湿暉I諄樫'ｬ鍔坪…面甲坤癖苓尋…~繭…f….醒轌ゴ弓､竃宇一J田強,'呼罰望』』.!L“-r品､罫?弾晶'萱F堺潅¥鏑

*

響
今擁 B

繩

ド
ヴ．

■第32回小網代カッブレース
（レース委員長：垣内邦昭)1994.11.19参加27艇

：
３
咽
踊
関
田

Ｉ …童

i 蝋E"調’ 授賞艇

BJ7

アルファ

サエラ

シルフィードⅢ

アドバンテージ

フリュードリスVl

111頁位

総合優勝

2位

総合優勝

2位

総合優勝

2位

クラス

|MSクラス■第44回大島レース
（レース委員長：田中一美）1994.5.28参加23艇

|ORクラス

クラスl

lMSクラス

|ORクラス

順位｜授賞艇
総合優勝しょうが〈坊s

2位タートルV

総合優勝シルフィードⅡI

1994年度関東支部

公式レース表彰艇リスト

CRクラス

■第1回湘南バージンレース
（レース委員長：植松清）1994.8.21参加32艇

順位’授賞艇
総合優勝コルバッチ111

2位ルージュ

3位アデレード

■第2回湘南バージンレース
（レース委員長：植松清）1994.11.20参加38艇

順位’授賞艇
総合優勝コルパｯﾁ111

2位トレーサー

3位ルージュ

■初島卯月レース
（レース委員長：川久保史朗)1994.4.2参加35艇

■初島レース
（レース委員長：北村勝彦）1994.6.18参加32艇

順位’授賞艇
総合優勝ファンデーション

2位エスメラルダ

3位トレーサー

総合優勝リッブルⅡI

2位マテンロウ

3位アスタマニアーナ

総 合 優 勝 マ ニ ジ ュ

2位未央II

3位ホリディー

授賞艇

ファンデーション

ドリームピック

カ'ノフオルニアドリーマー

マ テ ン ロ ウ

ァーヵンベィ

シルフィードIⅡ

ラハイナV

マウピティ

アプロディーテ

へｸﾗｽ
h

lMSクラス

順位

総合優勝

2位

3位

総合優勝

2位

3位

総合優勝

2位

3位

クラス

|MSクラス

|ORクラス |ORクラス

CRクラス CRクラス

アメリカズ・カップ観戦ツアー
※－人部屋追加代金：36,000円

※最少催行人員：2名

※利用ホテル：八ンプリーズ八一フムーンイン
HUMPHREY'SHARFMOONINN

※利用航空会社：アメリカン航空

※食事：なし

※添乗員：現地係員がお世話いたします。

旅行期間旅行代金

1995年3月1日㈱～3月6日旧）

17B,000
（お1人様）

1995年3月5日旧)～3月10日由

1995年3月20日旧)～3月25日山
へ

1995年3月24日㈱～3月28日帆

ツアー日程表（全コース共通）

スケジュール(宿泊地/食事）日数|｜都市名硯地時間｜交通機関

東京(成田)発

fサ ンノゼ

サンディエゴ着

アメリカン航空
着後、自由行動

＜サンディエゴ泊＞口~、午 後

終日：レース観戦
2 サンデイエゴ 観戦ヨット

＜サンディエゴ泊＞函

終日：レース観戦

(もしくは4日目）
3 観戦ヨットサンディT可

＜サンディエゴ泊>I■■■

終日：自由行動
4 サンディエコ

< サ ン デ ィ エ ゴ 泊 ＞ “

発
ゼ

「
一工

，
ノ

イ
‐デ

ン

ン廿
学
丹
三

午 前 アメリカン航空

、日通旅行グループ

旅行主催:株式会社Iヌティーエス
運輸大臣登録一般旅行業務第826号

日本旅行業協会会員

東京都中央区新川’－1－7新川ビル4階

TELO3-5543-0782
担当：林田

5
＜機中泊>m

6 東京(成田)着 着後、通関解散

【旅行代金に含まれるもの】
○旅行日程に明示した航空運賃（エコノミークラス団

体割引運賃）

○旅行日程に明示した送迎バス料金(空港～ホテル間等）
○旅行日程に明示した宿泊地における｜級ホテルの宿泊

料税､サービス料(2人部屋に2人ずつの宿泊を蟇準とします）

○観戦ボート代（2回）

【旅行代金に含まれないもの】

○渡航手続関係諸費用（旅券印紙代、査証料、予防接種
料金、渡航手続取扱料金）

○オプショナルツアーの代金

○成田空港までの国内旅費

○超過手荷物運搬料金
○米国イミグレーションフィー￥2.400.-

－20－
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幽 ハイパフォーマンス！“オフショア･ワンデザイン”
オフショアレースに長くその歴史を刻んだ|.0.R. SPEC"YCATYO" い
から､l.M.S.レーシングへと移行しつつある潮流L.O.A.:･………….．…･………""･…10.92m

の中で､時代の先鋭艇"マム36"は､R.0.R.C.よりWaterlinelength:･………"""""…･9.66m

アドミラルズカッフのワンデザインクラスにMaxBeam:…･…"･…．.…．.…………,3.62m

採択されました｡スポンサーの｢シャンペーン．Draft:…"………"…．．"･……･"･……･･2.24m
、．I:。,“…･………,．…･･……．．…･･…”…13.31m

マム｣は､サザンクロスカップ､エアーニューン
T･･…..….．…･…･………･･･'…･･………･･3.84m

－ランド・レガッタ､ケンウッドカップ､コルムJ
P:．…････………･”･…“･･…･…･……,．･13.63m

カップと転戦するワールドカップ・シリーズをE:･･……･"……………･"…"…･……･5.02m
開催中です｡日本のレーサーに､このベネトウDisplacement:･…･…3700Kgsapprox.

J

"マム36"をワールドプライスにてお届けしてBallast:･･…"………･1590Kgsapprox.

iいるのは､私達フアーストマリーンです。GPHIMS93:590.595sec/mileapprox.

Ⅱ

5.02mノ
／

）

‐
‐
ｉ
三

"二二戸==一一一＝~~~~､〆

一

I
一

－

るヨット､ベネトウ｡フランスから。

T
⑨

日本総輸入販売元フアースドマリーン

神奈川県三浦郡葉山町一色370TEL､0468(76)1771FAX.0468(76)1044
大阪事務所／大阪市西区新町1-17-8ハイネス新町公園503TEL､06(532)9211



H4RKEND71ノS"が
Nylonoxfordでラミネートされた素材は

耐水性に優れ､その上縫い目もシールドされ、

高耐水性を保障していますも

また､LATEXラバーネックはﾘｽﾄ､<るぶしを

完全に保護し､ｾｲﾗｰをサポートしていま戒

更に自然排水ﾈｯｸポｹｯﾄ､ｷｰﾗﾆﾔｰ､耐久ジッパー

またダブルﾚｲヤードの自然排水ひじ､ｼｰﾄパｯﾁ●に加え、
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HARKENS@z"/"gJZzcAer
マルチシーズン対応の3inlジャケットは

セイラーのためにつくられたジャケットで魂

気象条件に応じてジャケット､ライナーのみの着用が可能で、

また､ジャケットとライナーの組合わせ(ジッパーによるフィッティング)は

非常に暖かく､ハードなセイリングに適していま戒

SIZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR:2391:Redshell/navyliner

COLOR:2392:Navyshell/navyliner
PRICE;￥28.000

HARKENI"ZzたらH"ォ

HARKENの刺しゅうロゴが入った100％ニツトウール素材の

ワツチハツトは､おどろくほどの暖かさをもたらしてくれますb
SlZE:Free

COLOR:2417:Navy

PRlCE:¥2.400
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HARKENIIZzie"γoq/Jzzc&"
軽いナイロン素材でありながら､高耐水性に優れた

ジャケットで成しかもナイロン素材にコーティングに加え

縫い目もシールドされ耐水性を増しています

またポケットにはバイルライン素材が使用され

手の保温に最適で或

裾はｱプｬｽﾄ機能付。

SlZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR:2426;Royalw/blacktrim

PRlCE:￥12.000

HARKENIlZz"'か0〃H"オ
雨､ｽプﾚｲから護る､高耐水性素材を使用したｷｬｯﾌﾟです

インナー素材は水分を寄せ付けないUlt｢exを採用していま次

HARKEN刺しゅうロゴ入り。

SlZE:Free(アジャストバンド付）

COLOR:2418;Royal

※ｸﾘｯブ付ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄコード付一

PRlcE;￥2,600

HARKENC0がり〃Hdzr

ｺｯﾄﾝ'00%素材のｻﾝｼｴｲド用ｷｬｯ｡へSlZE:Free

H4RKENBO4TSHOES

HS－lはスウェードとメッシュのコンホジット製造一

HS-2は軽量､且つ通気性に優れた合成皮革を採用した

速乾性､高ノンスリッフとセイラーのために開発された､運動性に優れたボートシューズでず

SlZE:5inch～14inch

2020TYPE:HS1(Suede＆mesh）PRlCE：￥10.800

2021TYPE:HS2(Syntheticleather）PRlCE：￥14.200

HARKENL4-ZLzzc"
画期的なスリッフオンシステムのLA,ZLaces(くつひも)で虫

取り付けはラバーヒンでフィットするだけですき※あらゆるシューズにﾌｨｯﾄします弓

COLOR;2389B-BIack2389W-White2389G-Grey2389P-Purple

シーズンを問わず快適さを誇るベストです3

ExpeditjonClothtasIan製､ボーラフリース素材採用で暖かく

また強風時でもフラップを立てることにより耐寒性もアップし、

更にフリースハンドウォーマーで保温性も抜群ですも

胸にはHARKEN刺しゅうロゴ入り。

SlZE:S/M/L/XL/XXL

COLOR;2421Redw/navy
2422Blackw/black

PRlcE：￥11．000

HJL2HS-I
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H4RKENSZz/〃"gG/02ﾉe5
ハーケン諮フインガーグローフはAMRALEATHERを採用し、

耐久性､且つソフトです

また､ﾅｲﾛﾝスハンデックスﾒｯｼｭは常にドﾗｲで通気性に優れています

更に手のひら､指部はダブルステッチでハートセイリングにも最適です

SlZE:XL/S/M/L/XL/XXL・§･2386光FingerとFUll-fingerタイプの2種
PRlCE:￥4.帥0
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ハーケンジャパン株式会社〒662西宮市西宮浜2-21-9

TEL.0798(22)2520FAX､0798(33)2100


